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現代生活に お け る 「外食」 と 「内食」
一 『家計調査年報』に よる一
福　井　広　子
1　 は じめ に
　現代 の 国民生活は戦後飛躍的 に向上 し、そ の 消費は画一的で量的充足を目指すもの か ら、個
性的 ・多様化 ・サ ービ ス 化 とい っ た安 定成長の 時代 に 入 っ て い る。こ の 状況 は 、人口 の 高齢化 、
女性 の 社会進出、核家族化の 進展な どに よ る家族形 態の 変化 と深 い 関わ りを持つ こ とは い うま
で もない 。本稿で は 『家計調査年報 （昭和 60年）』 （総 務庁統計局） に基づ き、わが国の 家計消
費にお け る 「内食」（家庭内の 食事の こ と）と 「外食」の 動 きに つ い て 分析 をお こ な い 、食生活
の 変化 を考えた い 。
2　 家計消費 に 占め る食 料費の 変化
（1） 家計消 費の 動向
　勤労 者の 消 費支 出 に つ い て 、昭相39年東京オ リ ン ピ ッ ク以後高度成長期 に ある 昭和45年か ら
の 推移 を見 る と、昭和45年は 1世 帯当 り 1 カ月平均 82，582円 で あ っ たが 、 第 1次石 油危機 をは
さん で 昭和 50年に は 166，032円に増加 し、さ らに、昭和55年に は 238 ，126円、経済大国 と して 成
熟 し安定成長 の 時代 に入 っ た昭和 6Q年に は 289，489円 とな り 、 昭和 45年に 比 べ て3．51倍 に 拡大 し
て い る。 食料費は同 じく 1世帯 当 り 1 カ月平均 でみ る と、昭和45年26，606円、昭和 50年 49，828
円、昭和55年 66，245円、昭和 60年74，369円とな り、昭和45年に比 べ て 2．80倍に 拡大 して い る（図
1参照）。
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　図 1 で示 され る ように、消費支出に比 して食料費の 伸 び は低 い 。こ れ は、図 2の エ ン ゲ ル係
数 の確実な減少 を示 して い る。
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　一方、こ の 間の 消費者物価上 昇率 は 2．70倍 で あ り、物価上昇分 をの ぞ い た実質消 費支 出の 伸
びは こ の 15年 間に 1．30倍 で ある．
　こ れ らをふ まえた うえで、低 い 伸び に とどま っ て い る食料費 （実質 1．10倍）に 占め る食品300
余商品群 の 支出金額 に つ い て 、つ ぎの 観点か ら時系 列的な分析 を加 える。こ れ らの 食料費 を「外
食費」 と 「内食費」 に分割 して 、 現代生 活 に おける食生活 の 特徴を さ ぐりた い 。
  　食料 費の 内訳 と動向
　 「内食費」と 「外 食費」 を つ ぎの よ うに 定義した。すなわ ち、
内食費 ＝ 食料eq　一外 食費
外食費 ＝ 調理食品費 ＋ 「家計調査年報」D で の 外 食費一学校給 食費
　こ こ で、調理 食品費を外食費に い れ た の は 、家庭内で の 食事 に 取 り入 れ られ る調理 食品 ・持
ち帰 り弁 当も外部で の サ ービ ス に依存 して い るか らで あ り、 学校給食費 を除 い た の は 、 価格 、
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栄養価 とも家庭内で の 食事に近 い と考 えた か らで ある 。
　図 3 は、勤労者世帯に限 っ て、食料 費を外食 と内食に分割 して 、外食費／内食費の 比率を求
め た もの で ある。昭和 45年の 12．8％か ら昭和60年の 24．1％ まで 1 直線に の び て い る。た だ し、
石油危機後 の 昭和 49年 だけは 、 前年 を下 回 っ て い る 。 こ の 16年間 に、外食費の 内食費に対する
比率は約 2倍に 膨 れ上が っ て い る。
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　表 1は、昭和40年か ら昭和 60年 まで の 全国全世帯の 品 目別支出増加率 の 高い 上位 10品 目 と低
い 下位 10品目の 推移 を示 して い る。以下 で は、昭和45年 以前 の データが 勤労者世帯に つ い て は
得られ なか っ た の で、全 国全世帯の データを使用 した 。 こ こ で、昭和 40年代は食品加工 技術 の
進歩に より様 々 なイン ス タ ン ト食品や レ トル ト包装食品が普及 した 時代 で ある。平型包装モ チ
が い っ どこ で で も手に入 り、
一般家庭 の もち米消費価格 は 実質低下 と な っ た。加工 食品第 1号
と もい える魚肉ソ ーセ ージ の 消費は昭和 29年に 発売 され て以来 、 増加 しつ づ け たが 、 昭和 41年
を境に 減少 して い る 。 ど の 項 目を と っ てみ て も食べ るの が や っ との 時代 か ら消費者が 嗜好に よ
り選択す る時代 に入 っ た こ とが 容易に 理 解で き る 。
　昭和50年代 は外食産業時代 で あ る 。 また同時 に健康 食品 ブーム で ある。 こ の 2 つ は、一見背
反 して い る様で ある が 、40年代に 嗜好 を求め る様に な っ た 国民が 50年代 に な っ てか ら、 レ ジ ャ
ーと健康増進 とい う付加価値 を求め た と考 えれ ば矛 盾は な い 。価値 の 多様化、消 費の 多様化が
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うか が える。 表 1 − （2）の ど の 項 目をみ て も、 そ の 背景を推測す6の は興味深 い こ とであるが、
こ こ では控 えて お く。 全体 に表 1 − （1）に 比 べ 、伸 び率 は低 い 。
　　　　　　 表 1　 晶目別支出増別率上 位 10品 目と 下位 10品目の 推移 （単位 倍率 ）
（1）− a 日召i040年 〜日召禾日50年 （2＞− a 昭和50年〜昭和 60年 〔3）− a 昭和 40年〜昭和60年
品　　　 目 伸び率 品　　　 目 伸び 率 品　　　 目 伸 び 率




9．592 外食（洋） 5．08 2 主 食品調理 食品 20．4
3 レ タ ス 8，553 焼酎 4．17 3 凍豆腐な ど 16．8
4 エ ビ ・カ ニ 7，784 他の 米 3．50 4 べ 一コ ン 16．6
5 べ 一コ ン 7．485 梅干 し 3．43 5 レ タス 16．2
6 もち 7．306 主食的調理 食品 3．316 あさ り 1L3
7 ほ た て 貝
・あわび ・
生 うに
6 ．587 あさ り 3．18 7 外 食（洋〉 10．7
8 ス ナ ッ ク菓子 6．428 喫茶代 3，16 8 シ
ュ
ーク リー ム ・プ




ール ドビーフ 6．419 調理
パ ン 2，80 9 エ ビ ・カ ニ 9，62
10 マ ーガ リン 6 ユ 510 み りん 干 し
・干 し数
の 子 ・い くらな ど 2，7010
ほ た て 貝・あわ び ・
生 うに 13．5
（1）− b 昭和 40年〜昭和50年 （2＞− b　昭和50年 〜昭和 60年 （3）− b 昭和 40年〜昭和60年
品　　 　 目 伸 び 率 品　　　 目 伸 び 率 品　　　 目 伸び 率
1 徳用上 米 0．0041 ピ ザ
パ イ ・主食 的
レ トル ト食品
0．37 1 徳用 上 米 0．002
2 他の 米 0．24 2 キ ャ ラ メ ル 0．40 2 キ ャ ラ メ ル 0．54
3 麦 ・雑穀 0，45 3 徳用 上 米 0．41 3 麦 ・雑穀 0．57
4 魚肉ソーセージ 0 ．57
4 に こ ご り ・で ん ぶ 0 ．44 4 化学調味料 0 ．67
5 食品に 関す るすべ
て の 加 工 賃
0，69
5 他 の 野 菜
・海 草 ’
加 工 品そ の 他
0 ．44 5 食料 に 関す る す
べ
て の 加 工 賃
0．67
6 もち米 1．02
6 標準価格米 0．47 6 名称不明の 野菜 0 ．80
7 化学調味料 1，03
8 食塩 1．11
7 名称不明の 野菜 0，57 7 他 の 米 0．83
92 級清酒 ユ，22
8 白砂糖 0，608 他 の 炭酸 飲料
（昭和55年 か ら）
O．89
10 コ ーラ 1．32 9
コ ーラ 0．64 9 魚 肉 ソ ーセージ 0．92
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（3＞ 内食費の 内訳 と動向
　内食費に つ い て 、 昭和40年か ら昭和60年 まで一世帯当 り年間の 購入数 量 の 示 され て い る食品
を もとに考察を行 う。
　まず 、 内食の代表的食料 として 、うるち米 を考え る。こ の うるち米の 購 入量は昭和40年か ら
昭和 50年に 4 割減 とな り、 それ以降 も更 に減 少 を続け昭和60年 には昭和 40年 の 5 割弱 である （こ
の 急激 な減少 は徳用 上米 と標準価格米 の 減少の 為で 、他の 銘柄 うる ち米 の 購入数量は 昭和 40年
か ら漸 増 し昭和 50年 には 1．4倍 となっ た 。 以後少 々 の 変動 が あ るが こ れ を上回る こ と は な い 。 昭
和 50年か ら昭和 60年 に 0．98倍 とな り、 1年聞に 1世帯当 り138．49キ ロ グラム の銘柄 うるち米を
購 入 して い る）。昭和 60年 の 購入量 154．51キ ロ グラ ム を世 帯人貝数3，71人で割 る と約 41．65キ ロ
グラ ム である 。 一人が 1 回に 80グ ラム の 米 を食べ た と仮定する と こ れは約 520回分 で 、食事 2 回
の うちに 1 回が 自宅 で米食と い う計算に なる。
　つ ぎに 、 米食の 代替食料 と して の パ ン 購入 量を考える 。 こ の 購入量 は、昭和40年か ら昭和 50
年に 4割増 とな りそれ以降 も更 に増加 を続けたが 、 昭 和56年 をピークにゆ るやかな減少 に転 じ
昭和60年に は昭和50年の 0．86倍、21．073キ ロ グラム を購入 して い る （菓子パ ン は昭和45年か ら、
他の パ ン は 昭和55年か ら しか そ の 購入 量が 記載 され て い な い ）。一人 が 1回 1・こ、8枚切 り食パ ン
の お よそ 2枚分に相 当す る90グ ラム の パ ン を食べ た とする と、昭和 60年 にパ ン を約 90回 と菓子
パ ン を約 28回食べ た計算に な る。
　め ん類 で は、ゆ で うどん ・そ ば 、 蒸 し・生 中華 そば （ぎ ょ うざ の 皮 も含む 〉、うど ん セ ッ トを
併せ て 考える と、20年間に約 16％ の 減少 で ある 。 1 回に 200グ ラ ム 食べ た とす る と昭和 60年 には
1人年間27回の 計算に なる。一方保存の で き る干めん は ど うか 。生めん よりも調理 に 手間がか
か る干 しうどん ・そば は昭和 48集 イン ス タ ン ト食品 の 元祖で ある即席め んは昭和 44年 をそれ
ぞれ ピークに以後減少 して い る。昭和 60年 に前者は昭和40年の 1．14倍、後者は 0．98倍に な っ て
お り 、 即 席めん の 方が や や少 な い 。 1 回に 85グラム を食べ る として 1 年間に 51回の 計算に な る。
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　そ の 他の か な りの 部分 は 外食と考え られ る 。 い ま 、 こ の 部分 をすべ て外食 で まか な っ た とす
る と、図 4 よ り 、 1年 に 379回の 外食 をした 計算に な り、こ れ は2．9回 の 食事に 1 回の 割合 で あ
る。
　 こ こ で 、副食主材料 の 主た る品 目を生鮮魚介 と肉類に つ い て 、個別的に検 討す る。
　生鮮魚介で は 、 昭和40年か ら昭和 50年に購入量の 増加 した 品 目と倍率は エ ビ ・カ ニ の 2．44倍、
他の 貝 （ほ たて 貝 ・あわび ・生 うに ）の 1．88倍、ぶ りの L49 倍、鰯 の 1．42倍 、 ま ぐろ の 1．29倍、
鰹 の L27 倍、さん まの 1．19倍、タ コ の 1．04倍 、 あ さ りの 1．03倍 で あ る。 昭和 50年前後 をピーク
に購入 量の 減 少 して い る品 目が 多い 。従 っ て昭和 40年か ら昭和60年の 動 きを見 る とエ ビ ・カニ
1．91倍、鰯 1．57倍、ぶ り1．56倍、鰹 1．52倍、さ ん ま1．47倍、あさ り1．48倍 、 他の 貝1．37倍 、 ま
ぐろ 1，24倍 と伸び悩 んで い る。 また、昭和 40年か ら昭和 50年 に あ じの O．43倍、さば の 0．55倍、
煮干 の 0．58倍な どは減少 が著 しい 。 これ らの 品 目は 昭和 60年 ま で 減少 し続け て い る 。 昭和40年
か ら昭和 60年 に あ じ0．32倍 、 さば 0．29倍 、 煮干0．49倍 など とな っ た。 こ の 消 費量の 激減ぶ りに
比 べ る と前述 の 食品グ ル ープ の 増加の 程度 は低 く、生鮮魚介の 総購入量が 20年間に 24％減 とな
り消費者の 魚 ばなれ が窺え る。
　同様 に 肉類 で は 、昭和 40年か ら昭和60年に 、牛 肉 1．17倍 、 豚 肉2．09倍、鶏 肉3．09倍 とな っ て
お り、生鮮肉の 総購入量 は 1．79倍 と世帯人員が減少 （4．26人か ら3．71人）して い るに もかか わ
らず著 しい 増加で あ る。
（4） 外食費の 内訳 と動 向
　図 5は 、外食費を主食的調理 食品、他の 調理 食品、め ん類、主食外食、喫茶 ・飲酒 の 5 品目
二分割 して表示 した もの で ある。







覊 主食的調理 食 品　1コ他 の 調理 食品　驪 め ん 類　圀 主食外食　濺 喫 茶 ・飲 酒
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　　　主食的調理 食品は昭和 40年の 3．1％に比 して、昭和 60年 に は 7．6％ と 2 倍以上 と な り、そ の 増
　　加分 は、他 の 調理食品の 減少 で相殺 され る 。 つ ま り、こ れ ら の 2 品 目の 合計は 、 安定的に外食
　　費の 約 3 割強 を占め る。 こ れ らは、基本的に は家庭で の 食事 を前提 した もの と考 え られ る。そ
　　れの み で 食事を済ませ る こ との で きる主食的調理 食品 （持ち帰 り弁 当な ど）が 増加 し、手作 り
　　の 食事 を補 うべ き調理 食品 （い わゆ るお惣 菜）、ある い は ご飯 をた く必要が ある調理 食品 （うな
　　ぎか ばや きな ど）に た い す る支出が 減少 して い る。これ に 関連 して、一般 に生で食べ る野菜 と
　　そ うで な い もの 、生鮮 肉 （べ 一 コ ン も含む ） とその加工 品 （ハ ム ・ソーセ 一ージ ・ミー トロ ーフ
　　な ど）など の 消費支出の 比率 を検討 したが 、昭 和40年か ら昭和60年の 間に変化は なか っ た 。
　　　めん類は 昭和 40年か ら50年 にか け て 1／2以下 とな り、そ の 後 も減 少 して い る。こ れは ハ ン バ ー
　　ガー ・シ ョ ッ プに代表 され る フ ァース ト・フ ー ド店 （喫茶代に分類され て い る）に と っ て か わ
　　られ た た め か も知 れな い 。
　　　寿司 ・和 ・洋 ・中華食な どの 主食外食は、昭和 40年 に 49．5％ 、 昭和 50年 に54．9％、昭和 60年
　　に 50．6％と何れ も外食費の 約半分 を占め る。
　　 （5＞消費支出 と外食費
　　　消費支 出の 多い 世帯 ほ ど外食費も多い の か ど うか を検討す る。 昭和 38年か ら昭和60年 まで の
・　 デ ータ を使 い 、回帰分析 をした。その 結果は次の とお りで ある。
　　 　 　 　 　　 y ＝ − 15995十 〇．061x
　　　　　　　　　（10．25）　　　（78．32）
　　　 y ；1世帯 当 り年 間の 外食費　　 x ； 1世帯 当 り年 間の 消費支 出
　　　相関係数は 0．998であ っ た。カ ッ コ 内は t 値で あ り、そ の 大 きさ か ら統計的に 十分 に安定 な推
　　定値で ある。消費支 出 と外食費に は強 い 相 関関係が あ る とい える 。
3　 おわ りに
　以上 の分析 で次の 事が 明 らか にな っ た。
　  昭和45年か ら昭和60年 の 16年 間に 我が 国家計は外食の 内食に対す る比率 を倍増 させ た。
　  外食で はめ ん 類が減 り、逆 に喫茶 ・飲酒 が 増え た 。
　  内食では生鮮魚介が減 り、逆に 生鮮肉が 増 えた 。
　  消 費支 出と外食費に は強 い 正 の 相関関係が ある。
　今後の 家計調査分 析で は、夫 と妻の 収入 と食料費 の 関係に つ い て 考察を行 い た い 。食事 の 外
部化は夫 だ けで な く、妻の 所得の 伸び に関連が ある と思 われ、夫 と妻 の 収入 を分 別する こ とが
重要 で ある 。
　さ らに 、 豊か な家計ほ ど外食費 も多い と思 われ る、所得階級別の 外 食費に っ い て検討す る こ
と も今後の 課題に した い 。
　最後に 、本稿 を完成す る に あた りご指導 と励 ま しを下さ っ た大鹿淳子教授 に 、深 く感謝申し
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上げます。
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付 録 「家計調 査年報」 の 概要
　家計調査 は 、全国の 〈農林魚家 ・単身者〉 以外の 世帯 を対象 と して家計収支の 調査 を行 い 、
都市別 ・地 域別 ・職業別 ・収入 階級別 ・その 他世 帯の 特性 に よ る集計結果 を通 して国民生活 の
実態 を明 らか に して 、国の経済政策や社会政策 を立 て るため の 基礎 資料を提供する こ とを目的
と して い る。
　家計調査 は最 も歴史が 古 い 調査の 1 つ で 、 大正 15年に 内閣統計局 （現総理府統計局）が全国
約7000世 帯を対象に実施 した の が最初 で ある。こ れは 1年間中断 され たが 昭和 6 年 の 米穀法 の
改正 をきっ か けに再開され 、 昭和18年 まで毎年 1 回ずつ 実施 され た。戦後は 昭和21年再開 され、
改正 を加 え昭和 37年 7 月に 大幅に調査 を拡充し、170市町村・8000世帯 を対象に実施する様に な
り、こ れが今・の 「家計調査」で ある 。
　調査 対象は 、標本調査法に より、約 1400万 清田 の 中か らその 縮図に なる様な8000世 帯 を無作
為 に抽出す る。
　調査 は家計簿 ・年間収入調査票 ・世帯票 の 3種 類か ら成 り、調査 され る世 帯で は半年間記入
し統け る 。
　調査の 結果は 38通 りの 項 目で集計 されて い るが 、基本に な るの が 家計収支 に関する表と購入
品 目に関す る表で ある 。 家計収支 表は全世 帯 と勤労者世帯に つ い て の もの が あ り、それ には世
帯人員数 ・有業人 員数 ・世帯主 の 年齢が 付 記され て い る 。 購入品 目表は、家計の 消費支 出を品
目別に分 けて 、購入数量 ・支 出金額 ・平均価格 を示 した もの で ある 。 食料費 ・住居費 ・光熱費
な ど、500品 目につ い て詳 しく表に な っ て い る。 こ うした 基本表 を も とに 、 地 域別 ・都市別 ・収
入階級別 ・職業別な ど細か く分類 して 示 されて い る。調査結果 は毎月 「家計調査報告」と して
発表され る他 、 1年間の まとめ として 「家計調査年報」が 公刊 されて い る。
の
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付録 22 一  の データ
外食費 y （円） 消費支出 。 冊 i 外食費 y（円）
昭和 38年 17，849
　 　　 　　　 　　 　 …
482，957　 … 昭和50年 92，321
39 19，621 533 ，767 … 51 105 β28
40 21，566 580，753 52 116，497
41 23β49 630，193 53 128 ，164
42 26，427 684 ，855 54 140 ，722
43 31，179 763 ，285 55 153 ，824
44 36，431 844，634 56 159，213
45 42，102 954 ，369 57 173 ，232
46 47 ，009 1，049 ，699 58 178 ，517
47 54，977 1，152 ，309 59 182，636
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